
 

ああいいちち農農産産物物生生産産流流通通レレポポーートト 

 

平成２４年１１月号 

◎情報サロン 

・「あいちの和紅茶」に関する取組  

  （園芸農産課）  １

◎地域トピックス 

・2012花半島事業フラワーフェスティバルin南知多が開催されました  

           （知多農林水産事務所）  ２

◎東日本情報 

・茨城県における農産物ブランド化、六次産業化の取組  

（東京事務所）  ３

◎西日本情報 

・小麦新品種「きぬあかり」の普及拡大について  

（園芸農産課）  ６

◎フラワーページ 

・フェンロー国際園芸博覧会で愛知の花を世界へＰＲ  

（園芸農産課）  ８

◎青 果 

・愛知産青果物の動向（名古屋・東京市場）  ９

・名古屋・東京市場における青果物の１１月の見通し  １０

  

◎花 き 

・切花・鉢花の１１月の見通し（県内市場）  ２２

  

◎輸出入  

・主要農産物の輸出入実績（２０１２年８月）  ２６

 

◎関連指数  ２７

 

 

 

 

内容についての問い合わせ先 

愛知県東京事務所行政課農産物流通対策グループ   (03)-5492-5400 

愛知県農林水産部食育推進課            (052)-954-6421 



 

                        園芸農産課 

「あいちの和紅茶」に関する取組 
 

最近の愛知県における茶生産の動きとしては、新城市、豊橋市、豊田市中山間地等のせ

ん茶産地で紅茶の生産が増加しており、平成２４年産の生産量は約 1.5ｔ（愛知県茶業連

合会調査：前年対比１６７％）となっています。 

愛知県内での紅茶生産は、昭和３０年頃に

推奨され、豊橋市等で輸出用紅茶として契約

生産が一旦、増加しましたが、昭和３８年頃

からスリランカやインド等に圧倒されるよう

になり、ほとんど生産されなくなりました。 

しかし、近年、消費の減少等により、せん

茶の価格が低迷するようになり、その対応策

の一つとして、平成１９年頃から再び紅茶が

生産されるようになりました。 

現在、県内で生産されている紅茶は、まろ

やかで甘みがある、和菓子にも合う等の特徴   商品を持ち寄っての品質検討会 

があり、海外の紅茶と区別して、「和紅茶」 

という名称を使用してＰＲしています。 

今年度は、７月１０日～１１日に東三河

農業研究所研修館で開催した愛知県茶品評

会において、初めて、「和紅茶」を参考出

品し、品質検討会を実施しました。 
また、９月３日にウインクあいち小ホー

ルで開催した愛知県茶品評会出品茶入札販

売会において、日本茶インストラクター協

会会員の方々に「あいちの和紅茶」を試飲

していただき、意見交換を行ったり、日本

一紅茶のおいしい町としてまちおこしを 

 消費者との交流会での意見交換会   している尾張旭市の紅茶専門店のリーダー  
の方をお招きして、評価をしていただき、 

「あいちの和紅茶」の生産技術の向上とＰＲに取り組みました。 

このことが縁で、１０月２８日に尾張旭市スカイワードあさひで開催される「第

１回紅茶フェスティバルｉｎ尾張旭」にも出展して、「あいちの和紅茶」をＰＲす

る予定です。 

 

全国各産地でも「和紅茶」が生産されるようになってきており、ブームになりつ

つありますが、個性的な味わいや香りで勝負をする動きが強い中で、「あいちの和

紅茶」がひとつのブランドとして評価されるには、今回のような消費者との交流会

や研修会を継続して実施し、消費者の嗜好に合った「和紅茶」の生産技術を確立し

ていくことが重要と考えています。  

情報サロン 



フェスティバル開会式 
実行委員会長あいさつ 

地域トピックス 

知多農林水産事務所 

2012 花半島事業フラワーフェスティバルin南知多が開催されました 

 

平成２４年１０月２７日(土)から２８日(日)の２日間、知多郡南知多町のあいち知多農

業協同組合南知多営農センター農産物集出荷場で、「2012 花半島事業フラワーフェスティ

バルｉｎ南知多（以下、「フェスティバル」という）」が開催されました。 

フェスティバルは、ＪＡあいち知多花半島事業構想※を具体化した事業として開催され、

今回で６回目となります。 

  

会場では、開催地の南知多を始め知多半島５市５

町がそれぞれで、生産されている花と特産物等を組

み合わせたブースが出展されました。 

来場者は、２日間で３，５００人あり、知多半島

が花いっぱい運動推進の場であることを大いにＰＲ

できました。 

 

農政課は、フェスティバル推進委員会構成員とし

て花の積極的な消費拡大を提案し、２日間合わせて先着１，４００人の来場者に開催地・

南知多町で生産されたポインセチアのポット苗プレゼントなど花の消費拡大を啓発するこ

とができました。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

【ＪＡあいち知多花半島事業構想】 

 花半島事業推進本部(事務局:JAあいち知多生活部、平成16年度設置)が中心となり、「知多半島をより一層

快適な空間にしていくために、四季を通じて花の咲き乱れる地域を目指し、同時に、愛知県有数の花の産地

である知多半島のイメージアップとこれらを通じて、知多半島の農業振興・地域振興に寄与する」ことを目

的に、知多半島５市５町及びＪＡの助成により運営。 

 

開催地 南知多町ブース

花半島事業・花いっぱい運動のコスモス



東 日 本 情 報

東京事務所行政課農産物流通対策グループ

茨城県における農産物ブランド化、六次産業化の取組

近年の農業は、単に農産物の生産のみではなく、農商工連携による地域農産

物のブランド化、六次産業化の取組など産業としての農産物の活用が重要にな

ってきています。今回は、そんな取組事例として、茨城県での事例を紹介しま

す。

農商工連携による地域農産物のブランド化、地域活性化の取組

、茨城県の東南部に位置する鉾田市は

市町村別の農業産出額（野菜）におい

て田原市 豊橋市を上回り全国１位 平、 （

成１８年農林水産統計）となっている

地域です。東を鹿島灘に面し温暖であ

り、古くから農業が盛んでした。現在

は、露地野菜とパイプハウスによる園

芸産地となっており、主要な品目は甘

藷、メロン、ごぼう、ミズナなどで、

これらも市町村別で全国１位となって

います。首都圏から１００ｋｍ圏内と

いう恵まれた地域ではあるものの、農

産物の販売価格の低下や、農業資材の

高騰により生産者の所得は減少してい

ます。そこで市場出荷中心の流通形態

だけではなく、地域の特性を生かし、

付加価値を付けた商品を作ろうという

、 、「 」機運になり 鉾田市が中心となって 鉾田市産地ブランドアップ振興協議会

（以下「ブランドアップ協議会」という ）が平成２０年４月に設立されまし。

た。

鉾田市産地ブランドアップ振興協議会

当初は、県内外に販路を持ち、安全安心にこだわって加工品を製造する６企

業に「ほこたブランド開発事業者」として農産加工品の開発を委嘱してはじま

りました。農産加工品の開発は、規格外品の受け皿として考えていましたが、

農業産出額・野菜（全国市町村別）

順位 都道府県 市町村 産出額（億円）

1 茨城県 鉾田市 290

2 愛知県 豊橋市 226

3 愛知県 田原市 183

4 埼玉県 深谷市 182

5 千葉県 旭市 177

平成18年農林水産統計

鉾田市の農作物品目別産出額

額（億円） 全国順位 作付面積(ha） 収穫量(t)

メロン 112.4 1 988 32,000

甘藷 68.6 1 2,330 59,500

ごぼう 22.7 1 693 14,900

ミズナ 22.5 1 310 6,670

トマト 36.7 5 335 13,400

いちご 28.1 5 101 3,330

パセリ 9.6 2 44 1,100

みつば 5.8 2 106 654

平成18年農林水産統計

産出額
品目

参考



はじめに取り組んだトマトジュース、さつまいものスイーツ、メロンの加工品

は、Ａ品を使い高級感とオリジナリティ

のある物を目指して開発がされました。

現在は、市役所を中心に１８名で組織さ

れ、協力企業は市内の２ＪＡを含め１７

社となり これまでに いもようかん 芋、 「 」「

どら焼き 「すとろべりぃ酒 「メロンカ」 」

レー」をはじめ３２製品が開発されまし

た。商品には、原産地表示として「鉾田

市産」の文字を入れ、産地を明確にして

います。また、自主基準ですが、ほこた

ブランド認証マーク、推奨マークでブラ

ンド認証を行って販売しています。

広報としては、加工品を求めそうな観光客が多く集まる長野県にターゲット

を絞って鉾田市をＰＲするテレビＣＭを放送したり、東京ビッグサイト等で行

うイベントにも毎年参加し、商品のＰＲを続けています。

このように行政主導の商品開発ですが、行政は商品ＰＲなど、営業マン的な

活動の全てを担っており、全国各地に飛び回っているとのことです。この協議

、 「 。」会のおかげで 生産者は これまで廃棄していた規格外品も買ってもらえる

「ＰＲをしてもらえる 」企業も「商品のＰＲをやってもらえる 」ということ。 。

、 、で関係者にとって無くてはならない仕組みとなり 多くの商品が取引を拡大し

鉾田市ブランドを推進しています。

今後の課題としては、一元化された加工処理場がないのでそれを建設し、農

産物を生産した現場ですぐ加工ができるようにできればということでした。

亀印製菓株式会社（水戸市）

亀印製菓は江戸時代から続く老舗の製

菓会社で、主に羊羹やどら焼きなどの和

菓子を生産しており、ブランドアップ協

議会に参加した企業の１つです。

ブランドアップ協議会に協力した経緯

について、そもそも平成１９年にＪＡ旭

村の協力を得て、規格外のメロンを使っ

。た羊羹ができないかと検討していました

製品開発にあたって加工処理するところ

がなかったため、食品産業クラスター事

業を活用してメロンピューレをつくり製

品を開発するなどして、地元農産物の活用に積極的できました。担当部長の話

ブランドアップ協議会の品々

亀印製菓のメロン羊羹など



によるとブランドアップ協議会に参加した効果は絶大で、メロン羊羹等は普通

の羊羹の１０倍以上が売れたそうです。また、単独の企業が商品を開発しただ

けでは、業界誌以外のマスコミでは、なかなか商品を取り上げてもらえません

、 、 、が 行政と組むことでマスコミ露出が格段に増加し 大きなメリットが得られ

「会社としても収益が上がるし、地元農家への貢献もできよかった 」とのこ。

とでした。

新商品の開発の視点として、地元資源の活用、健康志向、話題性の重要度が

再認識されたようです。

六次産業化の取組

今回、研修で伺った農業生産法人の有

限会社ナガタフーズ（笠間市）は、社長

の永田良夫さんが、茨城県農業経営士協

会の会長としてご活躍されています。も

ともと養豚経営をしていましたが、次第

に大根主体の露地野菜経営となったそう

です。現在は、大根１６ｈａ、サツマイ

モ２ｈａの生産と干し芋、スイートポテ

ト、芋羊羹、大根のツマ、冷凍の大根お

ろし、大根ドレッシングの加工品を生産

しています。原材料は自己生産だけでは

足りないので、季節ごとに主力産地から原材料を仕入れています。

永田さんは干し芋から六次産業化をスタートしてきましたが、六次産業化の

取組を始める時の注意点として 「女性農業者が少しづつ始めていく程度がい、

い。賞味期限などの商品管理をしっかりすることが必要 」とアドバイスをい。

ただきました。また、行政への要望として 「加工を行う上で必要な商品管理、

のための検査設備がなかなか無いのでそうした支援が欲しい 」とのことでし。

た。

今後は、経営は順調であったが、いまだに東日本大震災後の福島原発の影響

を受けて、受注は減ったままであるので、そういう面からも信頼の回復を図り

たいということでした。また、笠間市は栗の作付面積日本一なので栗を使った

加工品を商品開発するなど、未来に向けて新たな方向性を描いていました。

茨城県は首都圏からも近い大産地で作付け品目も愛知県と似た地域もあるの

で農産加工品のブランドアップや六次産業化の取組は非常に参考になると思わ

れました。

大根加工を行うナガタフーズ



 

                         園芸農産課 

 

小麦新品種「きぬあかり」の普及拡大について 

 

１ 小麦新品種「きぬあかり」の育成経過について 

 愛知県は、全国でも有数な小麦の栽培地域で、主に日本麺用途として「農林 61 号」と

「イワイノダイチ」の２品種が栽培されています。愛知県の小麦栽培の多くは、稲－麦－

大豆の２年３作体系に組み込まれており、稲の後作として水田で栽培されます。しかし、

主要品種の「農林 61 号」は収穫時期が梅雨のシーズンと重なり、湿害に弱く倒れやすい

ため、生産者からは早く収穫でき、湿害に強く倒れにくい品種が求められています。この

ため、早生で比較的湿害に強く、倒れにくい品種である「イワイノダイチ」を導入しまし

たが、この品種は日本麺用としては、生地や麺のコシが弱いという欠点を有していました。

そこで、愛知県農業総合試験場は、コシが強く、色が明るい日本麺がつくれる特性を持ち、

早生で湿害に強く、倒れにくく多収な品種である「きぬあかり」を育成しました。平成

21年９月に農林水産省へ品種登録出願をし、平成23年３月に品種登録されました。 

 

ゆで麺官能評価結果(ビューラーテストミル60％粉)
色 外観 食味 合計

（肌荒れ） 硬さ 粘弾性 滑らかさ
（配点） （20点） （15点） （10点） （25点） （15点） （15点） （100点）

きぬあかり 15.9 11.2 7.1 19.4 11.8 10.9 76.2
農林61号 14.0 10.5 7.0 17.5 10.5 10.5 70.0
イワイノダイチ 15.1 10.3 6.5 19.0 11.5 10.7 72.9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（情報提供先：愛知県農業総合試験場）
注：供試サンプルは育成地産、生産力検定、標肥区、2006～2008年産で3回実施した平均値。
　  愛知県製粉協会技術者と愛知県農業総合試験場研究員との合同評価。
　  育成地産の農林61号を基準品として同一栽培条件における品種間差異を官能評価した。

食  感
品種

 

 

２ 平成24年産「きぬあかり」の作柄状況について 

平成 24 年産の愛知県内の小麦は天候に恵まれたことなどから、品質・収量ともに非常

に良い結果となりました。その中でも平成 24 年産から一般栽培が開始された「きぬあか

り」については、他の２品種よりも単収は大幅に高く、多収となりました。 

また、検査等級も、１等比率が90％を超え、良好な結果となりました。 

 

平成24年産：愛知県産小麦の単収比較 

品 種 名       単 収 

き ぬ あ か り   ５３４ kg/10a 

農 林 6 1 号   ２９５ kg/10a 

イワイノダイチ   ４１８ kg/10a 

     （情報提供先：愛知県経済農業協同組合連合会） 

西日本情報 



３ 生産者からの評価について 

 「きぬあかり」は、倒れにくく、湿害に強い性質を有していますが、本年は天候に恵ま

れたことから、その特性が際立つことはありませんでした。しかし、収量については、

10a 当たり 10 俵（600kg）を超えたほ場もあり、生産者からは驚きの声が上がっています。 

 また、平成 23 年度から本格的に開始された農業者戸別所得補償制度では小麦の収穫量

が多いほど交付金が多く支払われます。上述のとおり、「きぬあかり」は単収が他の２品

種よりも高いため、愛知県の平均的な大規模小麦生産者の経営規模（約 22ha）で試算す

ると、「きぬあかり」の導入により数百万円の単位で収入が増えることになり、大規模生

産者からは時流に合った優れた品種であるとの評価を得ています。 

 

４ 実需者からの評価について 

 製粉協会が実施している国内産小麦新品種（平成 23 年産）の製麺試験評価において、

「きぬあかり」は他の新品種よりも高い評価を得ました。一方、うどん・きしめん店に協

力していただいた「きぬあかり」の製麺試験においても、おおむね良い評価が得られまし

た。 

 また、以前から、県内の地元製粉会社及びうどん・きしめん店からは、愛知県産小麦を

使用した‘地産地消’の商品を作りたいとの強い要望があります。このため、地元の実需

者からは、単一品種で商品化ができる「きぬあかり」に対して大きな期待が寄せられてい

ます。  

 

５ 今後の「きぬあかり」の普及拡大について 

 愛知県では、平成 27 年産で 1,500ha を作付する普及計画を立てています。一方、「き

ぬあかり」は、栽培しやすく多収であるため、生産者からは栽培品種を「きぬあかり」に

切り換えたいとの強い要望が寄せられています。このことから、今後、生産者と実需者と

の意向を踏まえながら、普及計画を早期に達成し、「きぬあかり」が愛知県産小麦の基幹

品種となるよう積極的な普及拡大を進めていきます。 

  

「きぬあかり」100％の小麦粉で作った‘うどん’         小麦品種「きぬあかり」 

《色が明るく、コシのある食感が特徴》 



 
 
 
 

 
 
 

                  園芸農産課 

フェンロー国際園芸博覧会で愛知の花を世界へＰＲ 

 愛知県は、オランダのフェンロー市で開催された世界最大の花の祭典「フェンロー

国際園芸博覧会」に愛知県農業協同組合中央会、愛知県経済農業協同組合連合会、愛

知県花き温室組合連合会とともに出展しました。 

 

１ フェンロー国際園芸博覧会（フロリアード２０１２）の概要 

オランダ国フェンロー市で４月５日から10月７日まで開催され、参加国数42カ

国、来場者数は約200万人。 

 

２ 愛知出展の概要 

 ９月10日から９月23日の14日間にわたり日本

政府出展ブース内に出展しました。日本政府出展のテ

ーマ「日本の花、園芸文化を感じよう」と合うよう、

愛知産のキク、グロリオサ、コチョウラン、盆栽など

で飾り付けた、信長、秀吉、家康の「花の三英傑」を

中心にしたディスプレイにより「愛知らしさ」を表現するとともに、パンフレットの

配布、DVDの放映を実施しました。 

愛知の展示は大変好評で、写真を撮影される来場者が数多く見られ、世界に向けて

愛知の花を広くＰＲできたと考えています。 

 

３ その他の取組 

博覧会主催の品種コンテストには愛知県内から24品種が出展され、コチョウラン

等が高い評価を得ました。 

また、愛知出展期間中の９月 20、21 日には日本政府主催の商談会が開催され、

愛知県内の洋らんなどの生産者が海外の花き業界関係者にアピールしました。 

さらに、県職員２名始め６名の県内花き関係者が、研修生としてEUの花き産業事

情の調査を行いました。愛知県では、これらの成果を今後の花き振興につなげていき

たいと考えております。 

フラワーページ 

「花の三英傑」 



愛 知 産 青 果 物 の 動 向

青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を表
す用 』につきましては、下記の基準で記載しております。語

ずか ：±２％台以内わ
や や ：±３～５％台
なり ：±６～15％台か
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：ぎんなん）

入 荷 量 卸売価格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 うち愛知産

１４２ １３６ ３３６ ３３６ 熊本 （１％）２３年実績
(９６％)

１５０ － ３２０ －２４見通し

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知からの入荷が中心となる。県内の 品種は久寿が主力。続いて藤九郎。
主な産地は祖父江町、一宮市の尾西地域 一般家庭での消費量は減少が続いているが飲
。天候に恵まれ、生育は順調で豊作とな 食店での利用は続いている。熊本産の剥きぎん
る。産地では実付きが多く小玉傾向だが なん（加工ぎんなん）は通年販売されており、
、市場に出回るものは２L、３L中心の大 消費量も安定している。
玉傾向。９月から入荷が始まるが貯蔵に 消費拡大のためには、一般家庭への愛知県の
より３月頃まで入荷する見込み。 特産品としてのアピールや料理方法へのPRをす
入荷量は前年をやや上回り、価格は前 るべき。また、家庭で料理に使われやすいよう

年をやや下回る見込み。 に熊本産のもののように加工してみてもよい。

○ 東京都中央卸売市場（品目：カリフラワー）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) (円/kg) （上位３産地）うち愛知産 うち愛知産

５１５ ４３ １５３ １７４ 新潟 (３１％)２３年実績
(８％) 埼玉 （１９％）

茨城 （１３％）
５１０ － １６０ －２４年見通し

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

新潟は出荷最盛期を迎え、順調な出荷が ブロッコリーの消費拡大の影響もあり、作
見込まれる。夏の干ばつの影響もあり、品 付面積の減少傾向は続いているが、ひと頃に
質面に若干の不安はあるものの前年並の出 比べるとその傾向はやや鈍化している。
荷が見込まれる。本県産については、生育 愛知産は量は少なくなったものの昔からの
順調で１０月末から本格化。 固定客が多く、品質も高く評価されている。
全体の入荷量は前年並が見込まれ、価格 今後も、日量格差のない安定した出荷が望

は前年をやや上回る見込み。 まれる。



名古屋・東京市場における青果物の１１月の見通し

１０月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ３６，８３１ 180 178 202 北海道 30%
２０年 ３６，５０２ 176 198 187 愛知 22%
２１年 ３５，３４６ 178 165 177 茨城 11%
２２年 ３４，０８６ 227 241 211 長野 8%
２３年 ３５，２７２ 176 165 171

５ヵ年平均 ３５，６０７ － － －

２４年見通し ３５，６００ － － －

１９年 ２，６０７ 60 59 71 愛知 43%
２０年 ２，５０７ 75 77 78 千葉 26%
２１年 ２，３８２ 61 60 54 青森 21%
２２年 ２，０２５ 122 121 86 神奈川 3%
２３年 ２，６５１ 80 60 56

５ヵ年平均 ２，４３４ 78 73 68

２４年見通し ２，４００ 70 70 70

１９年 ２，４２６ 114 112 131 北海道 55%
２０年 ２，６４１ 97 82 101 愛知 14%
２１年 ２，１２２ 119 117 103 青森 13%
２２年 ２，１１１ 132 180 125 千葉 9%
２３年 ２，０８０ 122 117 95

５ヵ年平均 ２，２７６ 116 119 111

２４年見通し ２，１００ 120 110 100

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

１８６
１８７
１７３
２２７
１７１

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

６３
７７
５９

１１０
６４

７３  前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

１８９

１６７

　北海道、愛知からの入荷が中心となる。
ここまで台風等の影響もなく、各産地とも
順調な生育状況。平年並みの入荷が見込ま
れる。消費の冷え込みが続いているため、
全体としては単価安めか。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をわず
かに下回る見込み。

１１０

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、千葉、青森からの入荷が中心とな
る。千葉は上旬から、愛知は下旬から入荷
が始まる。青森からは残りが入荷し、11月
上旬に終盤を迎える。愛知、千葉ともに作
柄は良好。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

１１６

　北海道からの入荷が中心。北海道、青森
からは残りが入荷。残りの量は平年並み
で、11月に北海道からの入荷は切り上がり
愛知、千葉から入荷が始まる。作柄は良好
で、平均的な11月の状況となる見込み。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をわず
かに上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１９
１０２
１１３
１４２
１０７

名古屋市中央卸売市場



１０月２１日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １２８，３８０ 194 196 216 茨城 20%
２０年 １２１，０９０ 201 210 216 千葉 20%
２１年 １２８，７６９ 185 173 190 北海道 17%
２２年 １２１，３９５ 265 261 231 埼玉 5%
２３年 １２７，３７１ 193 173 184 （愛知産比率 3%)

５ヵ年平均 １２５，４０１ － － －

２４年見通し １２５，０００ － － －

１９年 １３，６１３ 54 52 62 千葉 66%
２０年 １１，６１１ 65 70 67 神奈川 15%
２１年 １２，２７６ 53 55 47 青森 10%
２２年 １１，８７２ 137 120 79 茨城 4%
２３年 １２，４１５ 71 56 47 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １２，３５７ 76 71 60

２４年見通し １２５，０００ 70 55 55

１９年 ７，８３４ 118 120 120 千葉 56%
２０年 ７，２６４ 104 124 124 北海道 26%
２１年 ７，８８７ 116 114 98 埼玉 5%
２２年 ６，９８９ 153 175 169 青森 4%
２３年 ７，７１３ 109 105 90 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ７，５３７ 120 128 120

２４年見通し ７，４００ 110 110 110

に
　
ん
　
じ
　
ん

１１９
１１７
１０９
１６６
１０１

１２２

　北海道が終盤となり、千葉を中心とした関東
産地からの入荷が本格化する。北海道は気温高
で一時期品質低下が見られたがここにきて回復
し品質も良好。千葉は定植時の降雨でまき直し
ほ場もあり若干の遅れが見られる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安値で推
移した前年をかなり上回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。関東
産地は定植時の遅れも回復し、太りも良
い。また、病害虫の発生も少なく品質も良
好。順調な出荷が期待できる。
　入荷量は順調に入荷した前年並が見込ま
れ、価格は安かった前年並となる見込み。

　関東産地からの入荷が中心で、土物類は
前月に続き北海道からの入荷となる。　昨
年は全般的に安定した出荷で価格面では低
迷した。今年もここまで、台風等大きな被
害報告もなく順調な出荷が見込まれる。全
体の入荷量は前年をわずかに下回り、価格
は前年をやや上回る見込み。

１１０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

２０６

２０
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ
　
い
　
こ
　
ん

５６
６７
５２

１１０
５８

６８

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野
　
菜
　
計

２０２
２０９
１８２
２５２
１８３

東京都中央卸売市場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ４，１１５ 61 59 54 愛知 36%
２０年 ３，９４２ 60 66 66 茨城 33%
２１年 ３，６７９ 60 47 47 長野 25%
２２年 ３，８７３ 102 89 78 群馬 2%
２３年 ３，９０６ 53 42 49

５ヵ年平均 ３，９０３ 67 61 59

２４年見通し ３，９００ 50 50 50

１９年 ３，６５１ 59 56 75 愛知 56%
２０年 ３，５００ 94 97 107 茨城 31%
２１年 ３，３８４ 46 39 40 長野 4%
２２年 ２，９７６ 168 168 126
２３年 ４，１１３ 78 57 57

５ヵ年平均 ３，５２５ 86 80 79

２４年見通し ４，０００ 55 55 55

１９年 ４７５ 315 376 473 愛知 74%
２０年 ３９６ 457 452 454 岐阜 20%
２１年 ４４８ 404 267 449 群馬 2%
２２年 ３７６ 479 526 477 茨城 1%
２３年 ４８３ 345 231 282

５ヵ年平均 ４３５ 394 361 423

２４年見通し ４５０ 350 350 350

 前年及び本年の

 前年及び本年の

５５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知、茨城からの入荷が中心となる。両
産地とも生育は順調なため、順調な出回り
に期待できる。平年より好調な生育状況で
あり、入荷量は多くなる見込み。
　入荷量は多かった前年をわずかに下回
り、価格は前年をかなり下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、茨城、長野から入荷。長野は11月
上旬で終わり、上旬以降に愛知、茨城北東
部から入荷。今後の冷え込み次第で作柄が
左右される。漬け物等の加工品はO１５７の
影響で低調。高齢化により作付面積減少。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をかな
り上回る見込み。

６３
９９
４２

１５５
６３

８２

は
　
く
　
さ
　
い

５８
６４
５１
８９
４７

６２

　愛知からの入荷が中心となる。愛知のハ
ウスものの出荷が始まり、作柄はまずまず
の状況。愛知の露地ものは11月下旬より入
荷が始まる。岐阜からの入荷は11月末まで
長く続く見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年を大幅に上回る見込み。

ほ
　
う
　
れ
　
ん
　
そ
　
う

３７７
４５４

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４９５
２６９

３８４

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

５０

キ
　
ャ

　
ベ
　
ツ

３５９

名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １２，７７９ 44 41 39 茨城 84%
２０年 １２，８９７ 43 46 47 長野 10%
２１年 １２，７５１ 43 38 34 群馬 3%
２２年 １３，４２１ 97 84 69 北海道 1%
２３年 １２，７２７ 42 32 31 （愛知産比率 -%)

５ヵ年平均 １２，９１５ 54 48 44

２４年見通し １２，５００ 45 45 45

１９年 １２，９２３ 56 57 78 千葉 44%
２０年 １１，２７０ 86 90 107 愛知 18%
２１年 １３，８８８ 44 43 46 茨城 16%
２２年 １１，３２４ 162 170 128 神奈川 7%
２３年 １３，４５９ 73 55 56 （愛知産比率 16%)

５ヵ年平均 １２，５７３ 84 83 83

２４年見通し １３，０００ 55 55 55

１９年 ２，０７４ 306 349 493 群馬 42%
２０年 １，７４９ 386 383 379 千葉 18%
２１年 １，７７１ 456 311 379 埼玉 13%
２２年 １，６４９ 503 542 441 茨城 12%
２３年 １，９３８ 324 198 239 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １，８３６ 395 357 386

２４年見通し １，８００ 400 350 300

４９６
２５３

３７１

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

３７３

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地からの入荷が中心となる。主力
の群馬は現況、気温低下により生育がペー
スダウンしているが１１月に入ってからは
順調に出てくる見込み。茨城、千葉、埼玉
は順調出荷。入荷量は前年をかなり下回
り、価格は安値であった前年を大幅に上回
る見込み。
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　千葉を始めとする関東産地に愛知からの
入荷が始まる。千葉をはじめ、茨城、愛知
も順調な出荷が期待できる。群馬は計画通
り１０月末でほぼ終了。
　入荷量は多かった前年並が見込まれ、価
格は安かった前年をさらに下回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野に代わり茨城からの入荷が中心となる。
長野の切り上がり早まり、販売環境も良くなる
ことが期待できるが、依然として漬物関連需要
が不安定。関東産は中旬以降本格化する。今後
の需要見込みは天候次第。
　入荷量は前年並を見込み、価格は極端に安値
であった前年を大幅に上回る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １，４３０ 346 340 396 北海道 32%
２０年 １，４４１ 297 320 330 富山 11%
２１年 １，４６８ 338 302 318 長野 11%
２２年 １，２８２ 470 375 370 愛知 10%
２３年 １，３８０ 233 239 257

５ヵ年平均 １，４００ 335 314 334

２４年見通し １，３００ 300 300 300

１９年 １，８９８ 122 127 203 兵庫 42%
２０年 １，４７２ 163 204 200 茨城 42%
２１年 １，５３２ 129 97 180 愛知 10%
２２年 １，４９６ 214 219 202 静岡 2%
２３年 １，６３１ 157 111 166

５ヵ年平均 １，６０６ 155 149 190

２４年見通し １，５５０ 160 140 120

１９年 １，２９８ 319 378 302 愛知 27%
２０年 ９４５ 601 482 371 群馬 22%
２１年 ２，３１６ 166 233 276 宮崎 21%
２２年 １，１００ 577 325 305 高知 10%
２３年 １，０１４ 378 354 388

５ヵ年平均 １，３３５ 357 330 316

２４年見通し １，０００ 380 350 350

３１９
３９４
２３９

３２５

品
目
名

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　広く各産地から入荷。北海道、青森から
は残りが入荷する。愛知、長野、鳥取から
も入荷する。北海道、長野は品質良好で安
定出荷。安定した単価の年となる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に上回る見込み。

レ
　
　
タ
　
　
ス

１４５
１８８
１３１
２１２
１４１

１６２  前年及び本年の

１４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫、茨城からの入荷が中心となる。兵
庫産は10月から順調に入荷し、11月中旬以
降に増加する見込み。Ｌ、Ｍ中心となる。
茨城は上旬から中旬にかけて出荷のピーク
となる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

 前年及び本年の

３６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　産地は関東地方から西南暖地へと移行し
ていく。高知産は台風の影響で雨が多く一
週間程度の遅れが出ている。愛知、宮崎産
は順調な生育状況。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

３３０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ５，６４２ 269 277 327 青森 22%
２０年 ６，１５５ 232 192 224 秋田 14%
２１年 ５，７８２ 252 236 250 山形 9%
２２年 ５，４１３ 436 289 295 茨城 9%
２３年 ５，９９１ 162 156 194 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ５，７９７ 270 230 258

２４年見通し ５，８００ 220 220 220

１９年 ７，４４６ 107 118 180 茨城 69%
２０年 ６，１４９ 141 180 176 兵庫 9%
２１年 ６，９８６ 109 86 154 静岡 8%
２２年 ６，５５８ 187 224 197 栃木 4%
２３年 ７，５９４ 134 95 151 （愛知産比率 1%)

５ヵ年平均 ６，９４７ 136 141 172

２４年見通し ７，０００ 120 125 130

１９年 ５，０６８ 293 365 305 埼玉 33%
２０年 ４，１７３ 563 446 368 群馬 19%
２１年 ４，７２６ 292 262 507 宮崎 14%
２２年 ４，７１７ 533 338 316 茨城 11%
２３年 ４，７９８ 344 332 397 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ４，６９６ 405 349 379

２４年見通し ４，８００ 300 360 390

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

き
　
ゅ

　
う
　
り

３２１
４５８
３４３
３８５
３５９

２９１
２１５

 前年及び本年の

３５０

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加えて西南暖地からの入荷が
増加してくる。関東産の抑制ものが前進し
切り上がりが早まるが、越冬タイプは順
調。特に西南暖地産は生育良好で順調な出
荷が見込まれる
　入荷量は前年並みで、価格は前年をわず
かに下回る見込み。

３７０

 前年及び本年の

１２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　青森はピークを過ぎ、関東産地からの入
荷が本格化してくる。青森をはじめとする
東北産は干ばつの影響で細物が多い。関東
産については遅れ気味で推移しており本格
出荷は下旬からとなる見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は安
かった前年を大幅に上回る見込み。
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１２６
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ぎ

　茨城からの入荷が中心。茨城の生育は順
調で安定した出荷が期待できる。産地リ
レーもスムーズで不足感はない見込み。兵
庫は台風の被害があったものの１１月出荷
への影響は少ない。
　入荷量は多かった前年をかなり下回り、
価格は前年並となる見込み。

２４６
３３７
１７１

２５０  前年及び本年の

２２０  入荷量・価格の動き
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ５８０ 308 309 371 熊本 45%
２０年 ４９０ 305 430 376 愛知 44%
２１年 ５１２ 292 336 366 徳島 6%
２２年 ５１６ 292 336 366 山梨 3%
２３年 ５８８ 262 287 310

５ヵ年平均 ５３７ 291 336 356

２４年見通し ５５０ 280 300 320

１９年 ８６２ 424 342 564 熊本 32%
２０年 ７９０ 317 445 502 愛知 32%
２１年 １，０５８ 230 183 259 三重 17%
２２年 ７７６ 456 524 380 岐阜 11%
２３年 ７８３ 444 367 412

５ヵ年平均 ８５４ 366 359 416

２４年見通し ８００ 450 350 300

１９年 ２００ 790 829 836 熊本 42%
２０年 １７７ 587 879 954 愛知 42%
２１年 ２７６ 480 442 415 北海道 5%
２２年 ２１３ 900 895 663
２３年 ２８２ 712 648 639

５ヵ年平均 ２２９ 686 712 673

２４年見通し ２５０ 700 650 650

な
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３２６
３６８
３２９
３４３
２８１

３２８  前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　入荷の中心は山梨から愛知、熊本へと移
行していく。愛知産は10月中旬から入荷が
始まっており、順調な入荷が見込まれる。
熊本も10月中旬から入荷しており11月中旬
に出そろう見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。
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４２７
４１０
２１９
４５１
３９８

３７１  前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ほとんど夏秋産地からの入荷となる。売
り場面積はほぼ横ばいになる見込み。寒く
なると動きが鈍くなるので注意。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。
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８１６
７８６
４４５
８０６
６７３

６８５  前年及び本年の

６７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道は10月までに入荷は終了し、愛知
と熊本からの入荷が中心となる。猛暑、高
温の影響で着花が悪く形は細い。11月以降
には生育が回復し、順調な出荷が見込まれ
る。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年並みとなる見込み。

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



※「なす」の数値には「べいなす」を含まない。

単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ２，９４１ 234 268 396 高知 55%
２０年 ２，３２９ 306 394 389 福岡 15%
２１年 ２，１９９ 309 384 430 栃木 7%
２２年 ２，３９７ 322 405 391 群馬 5%
２３年 ２，６０６ 310 318 410 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ２，４９４ 296 354 403

２４年見通し ２，６００ 350 350 350

１９年 ４，７９２ 388 355 568 熊本 36%
２０年 ４，２７６ 325 451 513 千葉 18%
２１年 ６，３２１ 246 191 275 愛知 14%
２２年 ４，６３１ 470 535 398 茨城 12%
２３年 ５，０８８ 435 375 426 （愛知産比率 14%)

５ヵ年平均 ５，０２２ 373 381 436

２４年見通し ４，８００ 410 410 410

１９年 ９８０ 702 710 798 熊本 24%
２０年 ８９６ 535 777 888 愛知 24%
２１年 １，３７０ 429 365 438 千葉 12%
２２年 ９５０ 905 903 627 茨城 8%
２３年 １，２６０ 671 611 634 （愛知産比率 24%)

５ヵ年平均 １，０９１ 648 673 677

２４年見通し １，２００ 830 720 550

　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

 前年及び本年の

７００

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地と愛知、熊本からの入荷が中心
となる。愛知は順調な生育で中旬から本格
的な出荷となる見込み。熊本、関東産につ
いても生育は順調である。
　入荷量は多かった前年をやや下回るもの
の不足感はない。価格は前年をかなり上回
る見込み。
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７２１
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８０１
６４０

６４０

 前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地に加え、西南暖地と愛知からの
入荷が本格化する。熊本は着花、着果とも
に良い、愛知も樹勢も良く順調な出荷が見
込まれる。関東産は抑制タイプが前進して
少ない。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並の見込み。
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４１１

３７９

 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　関東産地にかわり、西南暖地からの入荷
が本格化する。高知をはじめとする西南産
地は病害もなく順調な出荷が見込まれる。
終盤に入っている関東産は残量も多く品質
的にも悪くない。
　入荷量は前年並が見込まれ、価格も前年
並となる見込み。
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ５２３ 398 317 325 鹿児島 38%
２０年 ４６９ 251 323 428 宮崎 29%
２１年 ４６５ 416 345 357 高知 15%
２２年 ４７９ 380 418 382 茨城 10%
２３年 ４４７ 295 333 354 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ４７６ 350 347 368

２４年見通し ４７０ 330 350 350

１９年 ２，９３１ 75 81 79 北海道 89%
２０年 ３，２８４ 77 85 79 長崎 10%
２１年 ２，９３４ 104 102 117 青森 1%
２２年 ２，８１２ 137 152 127 0 0%
２３年 ２，４２３ 97 106 99 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ２，８７７ 97 104 100

２４年見通し ２，８００ 75 75 75

１９年 ５，６３６ 65 62 66 北海道 97%
２０年 ５，６８９ 69 67 61 中国 1%
２１年 ５，５６５ 85 86 74 アメリカ 1%
２２年 ５，１６１ 100 124 123 兵庫 1%
２３年 ５，１２７ 90 85 87

５ヵ年平均 ５，４３６ 81 84 81

２４年見通し ５，６００ 70 70 70
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３４９
３２６
３７５
３９３
３０６

３５０  前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　宮崎、鹿児島からの入荷が中心となる。
高知の入荷が始まる。各産地とも順調な生
育状況であるため、順調な入荷が予想され
る。11月上旬は夏秋ものとの競合が予想さ
れる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。
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１０７
１３８
１０１

１００  前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷がほとんどとなる。11
月下旬より長崎産が少し入荷する。北海道
は刈り入れが終わり、来年1月まで計画的に
出荷される見込み。入荷量、価格ともに安
定した相場となる見込み。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

６４
６５
８１

１１５
８２

８１  前年及び本年の

７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道が入荷の中心となる。ほかに一部
中国、アメリカ産が入荷する。価格は10月
よりも下がる見込み。
　入荷量は少なかった前年をかなり上回
り、価格は前年をかなり下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １，９３１ 386 288 309 茨城 58%
２０年 １，７０８ 235 313 427 高知 15%
２１年 １，７６０ 437 269 298 宮崎 13%
２２年 １，６５３ 374 418 366 鹿児島 9%
２３年 １，６８３ 228 259 326 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 １，７４７ 332 309 345

２４年見通し １，７００ 300 300 30

１９年 ７，５８３ 86 88 86 北海道 98%
２０年 ７，７０４ 90 91 95 長崎 1%
２１年 ７，２８１ 123 127 131 0 0%
２２年 ７，０９４ 154 157 155 0 0%
２３年 ６，９９７ 115 111 108 （愛知産比率 -%)

５ヵ年平均 ７，３３２ 114 115 115

２４年見通し ７，０００ 80 80 80

１９年 １０，５１８ 69 70 72 北海道 87%
２０年 ９，７２８ 76 76 75 中国 7%
２１年 ９，４７２ 98 99 103 米国 4%
２２年 １０，０９６ 135 137 145 兵庫 1%
２３年 ９，５３０ 92 91 90 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ９，８６９ 94 95 97

２４年見通し １１，５００ 75 75 75

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　春先まで北海道中心の入荷が続く。道内
各産地とも作柄は平年並以上で玉伸びも良
く潤沢な出荷が見込まれる。
　総体の入荷量は少なかった前年を大幅に
上回り、価格は平年並で推移した前年を大
幅に下回る見込み。

た
　
ま
　
ね
　
ぎ

７０
７６

１００
１３９
９１

９５

 前年及び本年の

８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道からの入荷が中心となる。価格の流れ
は、安値基調を引きずる形となっている。北海
道は順調な生育であったが夏後半の高温で発芽
が多発したこともあり若干の出荷量減あり。
　入荷量は前年並を見込み、価格は平年並で推
移した前年を大幅に下回り、軟調な動きとなる
見込み。

ば
　
れ
　
い
　
し
　
ょ

８７
９２

１２７
１５５
１１１

１１４

 前年及び本年の

３００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城に加えて西南暖地からの入荷が始ま
る。茨城は昨年同様生育は順調。高知は作
付増あり、宮崎は天候に恵まれ生育順調で
潤沢な出荷が見込まれる。
　入荷量は前年並み、価格は安かった前年
をかなり上回る見込み。

ピ
　
ー

　
マ
　
ン

３３０
３１９
３３２
３８８
２６８

３２７

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場
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単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 １５，２８７ 237 227 235 静岡 14%
２０年 １３，３６９ 227 245 246 岐阜 14%
２１年 １４，２１３ 209 206 213 フィリピン 14%
２２年 １２，１４８ 252 269 290 長野 10%
２３年 １２，３０４ 245 244 243

５ヵ年平均 １３，４６４ － － －

２４年見通し １２，４００ － － －

１９年 ６，１９３ 185 147 145 静岡 34%
２０年 ４，６２４ 217 231 229 三重 19%
２１年 ４，９００ 182 155 145 和歌山 16%
２２年 ４，３６５ 216 253 251 愛知 15%
２３年 ５，００５ 181 197 166

５ヵ年平均 ５，０１７ － － －

２４年見通し ４，５００ 210 200 180

１９年 ２，７５６ 217 249 241 岐阜 73%
２０年 ２，７１６ 155 184 175 和歌山 13%
２１年 ３，１５７ 165 175 173 三重 5%
２２年 １，８２１ 288 326 368 0 0%
２３年 ２，３２９ 262 285 292

５ヵ年平均 ２，５５６ － － －

２４年見通し ２，６００ 250 230 200

 前年及び本年の

２３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜、和歌山、三重、愛知から入荷す
る。いずれの県も生理落下が少なく生育順
調であり、愛知の次郎柿においては、少な
かった昨年の２倍近く入荷する見込み。残
暑の影響で冬柿は遅れが出ている。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

か
　
　
 
　
き

２３５
１７２
１７１
３２８
２７８

２２７

 前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　静岡からの入荷が中心となる。本年は裏
年であり、極早生と早生種の切り替わりの
時期となり入荷は前年より１割ほど少な
い。産地は干ばつ傾向であったためわずか
に小玉傾向の平年並みの作柄になりそう。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

み
　
　
か
　
　
ん

１５８
２２７
１５９
２４３
１７８

１９０

 前年及び本年の

２４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　かき、みかん、りんご中心に入荷する。
りんごは残暑の長引いた影響を受け、着色
が遅れている。｢サンふじ｣中心に一週間程
度の出荷遅れが出ている。着花はよいので
冷え込んでくる今後の入荷に期待。
　入荷量は前年並みで、価格は前年をやや
下回る見込み。

果
　
　
実
　
　
計

２３３
２４０
２０９
２７１
２５１

２３９

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場



単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

１９年 ５３，８５８ 245 233 238 愛媛 17%
２０年 ５２，０８３ 234 243 251 熊本 10%
２１年 ５２，４４０ 208 204 215 フィリピン 9%
２２年 ４６，７９６ 263 271 289 和歌山 8%
２３年 ４５，５６６ 257 263 273 （愛知産比率 1%)

５ヵ年平均 ５０，１４９ － － －

２４年見通し ５０，０００ － － －

１９年 ２５，８２７ 183 171 159 愛媛 35%
２０年 ２１，８４４ 219 235 233 熊本 19%
２１年 ２３，１００ 173 159 157 長崎 15%
２２年 ２０，１５４ 222 248 251 和歌山 14%
２３年 ２０，９１２ 213 218 199 （愛知産比率 0%)

５ヵ年平均 ２２，３６７ 198 200 197

２４年見通し ２１，０００ 190 185 175

１９年 ８，１７０ 242 233 229 奈良 20%
２０年 ８，７５１ 184 186 192 新潟 18%
２１年 ７，８２５ 183 196 207 和歌山 11%
２２年 ６，４９１ 310 327 356 岐阜 11%
２３年 ６，５７７ 242 266 289 （愛知産比率 7%)

５ヵ年平均 ７，５６３ 228 236 248

２４年見通し ７，９００ 190 200 210

２６５

２４５  前年及び本年の

２２０

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　みかん、りんご、かき等が入荷する。り
んごは「ふじ」中心に入荷する。本作は早
生種から順調な出荷であり、価格は前年を
下回るペースである。山形の西洋なしは昨
年より多いがカメムシ被害で豊作ではな
い。入荷量は前年をかなり上回り、価格は
前年を大幅に下回ると見込まれる。

果
　
　
実
　
　
計

２３９
２４３
２０９
２７４

み
　
　
か
　
　
ん

１６９
２３０
１６２
２４３

１９８

２０９

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛媛、熊本、長崎中心に入荷。極早生か
ら早生に切り替わる。多くの産地が裏年と
なるが、前年よりも品質がよく、１０月の
低迷からは脱すると思われる。
　入荷量は前年並み、価格は前年をかなり
下回ると見込まれる。

か
　
　
き

２３６
１８７
１９４
３２７
２６１

２３６  前年及び本年の

２００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　「平核無」は新潟、「富有」は奈良、福
岡、岐阜から入荷する。「富有」は不作の
前年を大きく上回り平年並みの作柄で２Ｌ
サイズが中心。「平核無」は新潟産で虫害
により平年より減るものの、大玉で品質は
いい。柿全体の入荷量は不作だった前年を
大幅に上回り、価格は前年を大幅に下回る
と見込まれる。

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市場
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切　花　・　鉢　花　の　１　1　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１０月２９日現在）

１９年 ３，３４９ ３９
実 ２０年 ２，１７０ ６３

２１年 ２，３３９ ５１
績 ２２年 １，４９８ ５６

２３年 １，８４４ ４７

２，２４０ ５０

１，８００ ５０

概
　
要

１９年 １，５４０ １４
実 ２０年 １，０８７ ２６

２１年 １，３０３ ２２
績 ２２年 ６０７ ２６

２３年 １，０００ ２１

１，１０７ ２１

９００ ２５

概
　
要

１９年 １，９３８ ２０
実 ２０年 １，０７４ ３４

２１年 １，３００ ２７
績 ２２年 ８９２ ３９

２３年 １，１６９ ２７

１，２７５ ２８

１，２００ ２８

概
　
要

１９年 ２１５ ７４
実 ２０年 １１２ １０６

２１年 １７２ ６５
績 ２２年 ８７ １１４

２３年 １４１ ７３

１４５ ８２

１５０ ８５

概
　
要

２４年見通し

　高知、和歌山、九州方面から入荷し、高冷地は終了。品種はアルタイル中心。気温も落
ち着き、品質面での心配はなさそう。10月の高値の反動で、価格は昨年並みからやや安め
か。

　愛知、奈良、静岡中心に入荷。近県産地は生育順調であるが、例年中旬から始まる沖縄
産は台風被害が大きく、量、質ともに低下するため、入荷はやや少なめで、堅調な動きが
見込まれる。

５ヶ年平均

２４年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　長野、愛知、北海道から入荷。今年は夏場全体に高温で、6，7月の集中出荷に始まり、
8，9月と順調に出ていたこともあり、10月からは急減した。11月は県内物の出だしも順調
であり、そこそこの需要も見込まれ、堅調に推移すると思われる。

５ヶ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く

　愛知、三重等から入荷。「神馬」、「精興の誠」等冬春品種の質も向上し、品種の切替
りが行われる。白菊に関しては生育は順調で、平年並みの入荷が見込めるが、黄菊は沖縄
産が台風被害で減少する分、少ない。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

２４年見通し

５ヶ年平均

２４年見通し

単位：千本、円／本



１９年 ５８１ １２８
実 ２０年 ３３０ １６４

２１年 ３６９ １４７
績 ２２年 ２５８ ２１４

２３年 ４０８ １５９

３８９ １５５

４００ １７０

概
　
要

１９年 ８５６ ４７
実 ２０年 ３９６ ８４

２１年 ４０４ ７６
績 ２２年 ４４７ ７４

２３年 ５２９ ６８

５２６ ６６

５５０ ６８

概
　
要

１９年 ２，００６ ４３
実 ２０年 ９３７ ８０

２１年 ９９７ ８０
績 ２２年 ８４４ ７７

２３年 ９８５ ７８

１，１５４ ６６

１，０００ ８０

概
　
要

１９年 １，８５１ ３８
実 ２０年 １，４７３ ４３

２１年 １，４２０ ４２
績 ２２年 １，４９５ ４１

２３年 ８８０ ５４

１，４２４ ４３

１，０００ ５０

概
　
要

２４年見通し

　愛知、鹿児島、高知、徳島等の国内物と輸入物が入荷。シンビジュウムの国内産の出荷
が始まるが、入荷量は気温により増減がありそう。

２４年見通し

　オリエンタルは高知、新潟、埼玉、静岡、県内等暖地、高冷地から入荷。産地の入れ替えはある
が、数量は安定的に入荷。業務中心の販売で動きは悪く、産地間で価格差も大きい。LAは埼玉、高
知などから入荷。数量はやや少なめで、中値で動きそう。鉄砲は鳥取、高知からの入荷。数量は昨
年より少なく、オリエンタル系の白の入荷にもよるが、高めに推移。

２４年見通し

　静岡、長野、岐阜等の産地が中心に入荷。冬商材へと切り替わるが実の物の実付きが悪
く、出荷量は少ないため、引合いは強く、堅調な動きとなる。

品
目
　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

ば
　
　
　
　
ら

５ヶ年平均

２４年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山から入荷。主力は暖地産となるのだが、今年も昨年同様、重
油の高騰から入荷がどう増加するか問題になると思われる。
11月は日柄にも恵まれ、比較的需要も相場も高い水準で推移すると思われる。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヶ年平均

枝
　
　
も
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単位：千本、円／本



　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　10月5日現在）

１９年 ２０，３４５ ７３３

実 ２０年 １６，２７７ ６５６

２１年 １６，９５５ ６５０

績 ２２年 １４，５７６ ５７６

２３年 １５，３６２ ７７３

１６，７０３ ６８１

１５，０００ ７００

概
　
要

１９年 ６７，３８２ ３９５

実 ２０年 ４９，６１０ ３７５

２１年 ４１，７８０ ４０８

績 ２２年 ６３，１０１ ４１８

２３年 ５４，８１７ ４６０

５５，３３８ ４１１

５５，０００ ４５０

概
　
要

１９年 ８４８，８０７ ３１８

実 ２０年 ７９３，４０５ ３１５

２１年 ８３７，７９４ ３００

績 ２２年 ９２８，８９８ ２９４

２３年 ７１７，４０１ ２７２

８２５，２６１ ３００

９３５，０００ ２８０

概
　
要

シ
ャ

コ
バ
サ
ボ
テ
ン

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類

　入荷量は昨年並みか。中鉢から小鉢がメイン。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（６１．７％）、２位鹿
児島県（１７．４％）、３位沖縄県（１１．３％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

２４年見通し

５ヶ年平均

２４年見通し

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

　入荷量は昨年よりやや増加か。４号以下については増加傾向、５号は昨年並み。入荷時
期、中旬以降からは量も増えるので、単価面は厳しくなりそう。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（４０．５％）、２位長
野県（２３．１％）、３位北海道（５．５％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　残暑の影響で１０月出荷が遅れたため、１１月にずれこみ入荷量は若干増加か。各サイ
ズの構成も昨年並み。単価面では９月、１０月に引き続き厳しい予想。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（８９．９％）、２位埼
玉県（６．７％）、３位静岡県（２．０％）となっている。

５ヶ年平均

２４年見通し

単位：鉢、円／鉢
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１９年 ６７，６６９ ２，７０１

実 ２０年 ６０，８０３ ２，４００

２１年 ６６，８５６ ２，３００

績 ２２年 ５３，０２５ ２，５４８

２３年 ５１，１２４ ２，３８７

５９，８９５ ２，４７０

５１，０００ ２，３００

概
　
要

１９年 ４５，０７７ １９５

実 ２０年 ４１，３７９ １７４

２１年 ５３，５３９ １７０

績 ２２年 ４５，４２５ ２０３

２３年 ３５，１１０ １９４

４４，１０６ １８６

４５，０００ ２００

概
　
要

１９年 １，２８２，４９５ ４９

実 ２０年 １，１４０，４６０ ４１

２１年 １，１３７，１６１ ４１

績 ２２年 １，０３８，８２７ ５３

２３年 １，０７１，７４２ ３５

１，１３４，１３７ ４４

１，０７１，０００ ３５

概
　
要

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヶ年平均

品
目
　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格

２４年見通し

　気候の影響も少なく、入荷量は例年並み、もしくは微増か。開花株としての出荷は、後
半になるにしたがい少なくなると予想。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（４８．３％）、２位奈
良県（１６．３％）、３位三重県（１１．０％）となっている。

パ
　
　
ン
　
　
ジ
　
　
ー

５ヶ年平均

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

２４年見通し

　入荷量は昨年並みか。単価面も昨年に引き続き、落ち着くか。４号～２．５号をメイン
に安定か。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位岐阜県（５８．７％）、２位埼
玉県（３２．９％）、３位茨城県（５．３％）となっている。

２４年見通し

　昨年に比べて早生品種が若干遅れており、品種により不揃いもあるため、揃っての出荷には時間がかかりそ
う。入荷量は減少か。売店の動きは毎年上旬の顔見せと下旬のお歳暮需要が強くなる。例年、中旬に出荷を待
たせすぎで満開が目立つので随時状態の良いタイミングで出荷して頂けるよう進める。
　昨年１１月の主要県の入荷実績（金額ベース）は、１位愛知県（４９．９％）、２位徳島県（１０．
６％）、３位高知県（８．３％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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１　輸入実績

数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比 数量 前年比 金額 前年比 単価 前年比

　 トン ％ 千円 ％ 円／kg ％ トン ％ 千円 ％ 円／kg ％

野菜（生鮮・冷蔵） 53,667 106.5 6,155,015 112.2 115 105.3 635,090 103 58,391,863 105 92 102

トマト 727 227.6 185,543 205.4 255 90.2 3,757 200 1,262,060 226 336 113

たまねぎ 27,271 124.7 1,374,267 217.5 50 174.5 247,088 93 9,544,906 88 39 95

にんにく 2,151 80.6 437,763 113.3 204 140.6 13,830 90 1,962,862 67 142 75

ねぎ 4,467 90.8 436,980 79.1 98 87.1 34,653 87 4,179,665 114 121 132

ブロッコリー 3,544 98.4 494,409 96.0 139 97.6 34,460 133 5,059,953 121 147 92

結球キャベツ 636 64.5 18,814 64.5 30 99.9 31,317 137 1,152,924 156 37 113

にんじん・かぶ 4,849 72.4 222,345 68.6 46 94.7 60,359 95 2,876,902 95 48 99

ごぼう 3,369 87.1 157,253 78.2 47 89.8 30,966 95 1,665,589 64 54 67

えんどう 126 94.3 32,964 75.5 262 80.0 2,018 131 708,598 160 351 122

アスパラガス 191 101.2 112,222 103.7 586 102.5 10,873 136 4,704,927 122 433 89

まつたけ 417 123.1 1,087,511 92.9 2,610 75.5 561 72 1,600,859 58 2,851 81

しいたけ 112 68.2 33,136 77.7 295 114.0 2,725 85 910,669 109 334 129

かぼちゃ 492 138.8 47,342 158.9 96 114.5 99,865 111 6,575,579 116 66 104

果実（生鮮・乾燥） 160,915 97.5 18,998,843 98.0 118 100.5 1,392,941 93 166,032,258 94 119 102

バナナ 93,434 105.8 6,231,683 96.6 67 91.3 752,169 92 49,925,929 87 66 95

パイナップル 13,895 90.1 821,935 90.4 59 100.4 119,681 98 7,047,687 97 59 99

レモン 6,095 70.3 542,916 69.8 89 99.3 40,033 85 4,348,715 91 109 107

オレンジ 9,734 84.0 939,687 92.2 97 109.8 108,812 101 10,463,558 105 96 104

グレープフルーツ 8,598 65.3 659,833 76.0 77 116.4 125,179 84 11,007,921 91 88 108

メロン 2,194 118.1 170,335 104.1 78 88.1 20,140 81 2,137,031 85 106 105

ぶどう 486 157.7 120,580 163.6 248 103.8 13,955 154 2,795,052 177 200 115

キウイ 9,439 86.7 3,070,688 93.8 325 108.1 51,302 81 17,347,447 89 338 109

いちご 556 96.6 456,791 99.1 821 102.6 1,470 73 1,196,855 74 814 101

切花（生鮮・乾燥） 4,762 99.6 3,400,731 103.3 714 103.7 29,130 93 21,505,872 98 738 106

鳥獣肉類 177,267 106.6 75,918,278 107.7 428 101.0 1,217,654 87 523,642,178 86 430 99

牛肉（くず肉含む） 57,406 121.6 24,089,413 133.1 420 109.5 348,582 91 147,277,998 94 423 103

豚肉（くず肉含む） 72,829 114.4 38,173,294 114.3 524 99.9 519,067 89 272,296,543 89 525 100

鶏肉 38,194 80.4 8,031,482 57.1 210 71.0 289,303 79 65,922,670 64 228 81

水産物（生鮮・冷蔵・冷凍） 145,853 99.3 81,099,461 91.1 556 91.8 1,221,675 96 685,197,902 97 561 101

まぐろ類 18,964 870.3 15,316,457 4842.3 808 556.4 144,718 141 122,833,502 146 849 103

さば・さんま・あじ・いわし 3,321 89.7 712,069 120.1 214 134.0 54,546 108 10,305,212 125 189 116

２　輸出実績

果実（生鮮・乾燥） 295 80.0 234,670 84.1 795 105.1 2,639 23 1,596,493 38 605 168

うんしゅうみかん 1 14.3 1,622 12.8 1,194 89.3 120 72 75,156 61 627 86

りんご 55 76.6 35,636 111.7 646 145.8 1,950 19 881,962 29 452 152

なし 22 21.4 10,371 19.7 482 92.0 32 14 15,061 13 476 93

野菜（生鮮・冷蔵・乾燥） - - 177,868 146.4 - - - - 1,516,069 108 - -

緑茶 176 89.7 401,959 103.4 2,279 115.3 1,430 78 3,137,820 89 2,194 113

資料　農林水産省大臣官房統計部「農林水産物輸出入情報」

主要農林水産物の輸出入実績 （２０１２年）

品 名
８ 月 ８ 月 ま で の 累 計



関 連 指 数 
 

 

 
項 目 

 

年 月 

全  国 平成22年＝100
消費者物価指数 

愛知県 平成22年＝100 
 
 

 

 

 

項 目
 

年 月 

農業物価指数 （平成22年＝100） 

総 

合 

生鮮

野菜

生鮮

果物

肉 

類 

魚介

類 

農産物

総 合

米 

 

野 菜

 

果 実

 

畜産物

 

全

 

国

 

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

24年 4月 100.4 105.5 104.5 99.1 101.9 24年 4月 108.4 103.1 105.2 141.5 98.3

5月 100.1 100.0 110.2 98.8 100.7 5月 105.8 105.0 99.5 145.5 98.9

6月 99.6 91.0 104.5 98.8 102.0 6月 95.3 105.1 86.9 113.5 100.7

7月 99.3 89.9 96.0 98.8 101.1 7月 95.4 105.1 86.8 103.1 102.6

8月 99.4 86.8 98.6 99.0 101.7 8月 91.5 105.3 71.3 97.2 102.7

愛

知

県

 

22年平均 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0  

24年 4月 100.6 106.4 107.3 102.0 103.2 資料 農林水産省大臣官房統計部「農業物価指数」 

5月 100.3 103.4 114.0 100.7 103.2  

6月 100.0 98.2 103.5 99.8 104.7

7月 99.6 93.6 97.5 100.0 101.7

8月 99.6 89.0 99.4 99.6 102.5

 

資料 全 国･･総務省統計局「消費者物価指数月報」 

愛知県･･愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」 

 

 

 

資料 総務省統計局「小売物価統計調査報告」 

名  古  屋  市  小  売  価  格 （円） 

 

品目 

単位 

 

年 月 

 

うるち 

米 

(単一品種､ 

｢ｺｼﾋｶﾘ｣
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じ
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５kg １kg 100g 1kg 

22年平均 2,236 158 172 603 419 313 142 314 203 510 615 201 447 

24年 4月 2,048 186 276 691 494 359 232 436 228 530 762 161 602 

5月 2,039 226 232 662 427 373 178 429 226 481 664 153 645 

6月 2,079 128 194 708 365 304 165 389 232 427 606 154 636 

7月 2,118 116 161 707 293 282 141 416 274 446 592 141 684 

8月 2,131 101 167 701 294 299 132 331 271 452 529 152 ― 
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肉
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牛 

肉
（
ロ
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ス
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ま

ぐ
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１kg 100g １kg 100g １本 100g 

22年平均 604 312 382 143 254 682 603 162 166 326 223 752 479 

24年 4月 747 281 376 180 224 849 544 168 181 333 220 805 415 

5月  ― 247 351 142 216 903 554 153 179 315 230 830 404 

6月  ― 263 359 148 217 808 536 168 163 316 232 805 390 

7月  ― 309 343 ― 208 756 533 141 157 302 230 817 400 

8月  ― 286 331 ― 200 809 530 153 179 288 223 832 414 
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いいともあいち運動って知ってる？？ 
 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

 

 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


